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本
稿
は
、
「
松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
上
と
（
『
法
政
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
五
十
四

号
・
平
成
十
七
年
三
月
）
の
続
編
で
あ
る
。
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
よ
り
昭
乗
の

没
す
る
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
九
月
十
八
日
ま
で
を
扱
っ
た
。
出
典
や
参
考
文

献
等
、
前
稿
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
本
稿
に
お
い
て
も
、
『
松
花
堂
昭
乗
関
係
資
料
調
査
報
告
書
』
（
八
幡
市
。
平

成
十
四
年
）
、
佐
藤
虎
雄
氏
『
松
花
堂
昭
乗
』
（
河
原
書
店
・
昭
和
十
三
年
）
、
矢
崎

格
氏
「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
（
『
茶
道
文
化
研
究
』
第
四
輯
所
収
・
平
成
十

年
）
、
名
和
修
氏
「
松
花
堂
昭
乗
書
状
」
ｓ
茶
道
文
化
研
究
』
第
四
輯
所
収
）
を
始

め
と
す
る
、
諸
家
の
研
究
や
報
告
に
多
大
な
る
御
学
恩
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
る
。

○
一
月
、
「
竹
生
島
経
」
の
極
め
を
脅
す
。

『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
』
に
図
版
掲
戟
。
経
巻

「
竹
生
島
経
」
の
筆
者
を
源
俊
一
房
と
極
め
る
。

右
法
華
方
便
品
伝
来
／
源
左
府
俊
房
公
之
墨
跡
云
云
（
略
）
／
寛
永
丁
卯
孟

春
日
／
雄
徳
山
伝
法
比
丘
昭
乗
（
花
押
）

寛
永
四
年
（
’
六
二
七
）
丁
卯

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

四
十
六
／
四
十
四
歳

○
一
月
年
、
「
大
方
広
師
子
呪
経
」
の
極
め
を
脅
す
。

『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
古
経
図
録
』
（
京
都
国
立
博
物
館
・
昭
和
三
十
九
年
）
に
よ

る
。

此
大
方
広
師
子
呪
経
者
／
聖
武
皇
帝
之
辰
翰
也
類
毫
多
南
都
見
干
東
大
／

西
大
両
寺
今
比
校
之
如
合
符
節
尤
可
謂
奇
珠
美
／
錐
堪
恐
煉
依
宝
主
厳
命
柳

楮
尾
誌
之
而
已
／
寛
永
二
二
季
正
月
日
釈
昭
乗

○
二
月
十
四
日
、
大
蔵
庄
左
衛
門
茶
会
に
昭
乗
画
・
江
月
宗
玩
賛
の
布
袋
図
が
飾
ら

れ
る
。

『
松
屋
久
重
茶
会
記
』
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

一
大
蔵
庄
左
衛
門
へ
別
所
宮
内
卿
殿
道
也
高
畠
小
三
郎
久
重
四
人

布
袋
式
部
卿
筆
、
賛
江
月

○
三
月
、
実
乗
没
。
の
ち
昭
乗
が
滝
本
坊
の
住
職
と
な
り
「
滝
本
坊
」
を
名
乗
る
。

ま
た
こ
の
年
か
ら
「
慢
々
翁
」
の
号
も
用
い
た
と
い
う
（
『
松
花
堂
昭
乗
』
）
。

○
九
月
以
前
、
大
病
を
患
う
か
。

「
竹
腰
山
城
守
宛
遠
州
・
昭
乗
の
書
状
」
に
よ
る
。
九
月
二
十
三
日
付
遠
州
筆

竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
書
状
に
、
昭
乗
が
実
乗
遷
化
の
後
大
病
し
た
旨
が
記
さ
れ

る
と
い
う
。

山
口
恭
子
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○
五
月
九
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

小
堀
宗
慶
氏
蔵
茶
会
記
に
よ
る
。

○
九
月
八
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

小
堀
宗
慶
氏
蔵
茶
会
記
に
よ
る
。

○
十
二
月
七
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

『
大
有
宗
甫
居
士
茶
具
置
合
』
「
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』
所
収
）
に
よ
る
。

○
九
月
頃
、
金
子
八
郎
兵
衛
男
を
手
習
い
の
た
め
預
か
る
。

「
竹
腰
山
城
守
宛
遠
州
・
昭
乗
の
書
状
」
に
よ
る
。
九
月
二
十
三
日
付
遠
州
筆

竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
書
状
に
、
金
子
八
郎
兵
衛
が
息
子
を
昭
乗
の
元
へ
手
習
い

の
た
め
預
け
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
る
と
い
う
。

○
十
月
、
「
平
等
院
勧
進
帳
」
脅
す
。

『
国
宝
平
等
院
展
』
（
東
京
国
立
博
物
館
・
平
成
十
二
年
）
に
図
版
掲
載
。
巻
頭

部
分
並
び
に
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

（
巻
首
）
勧
進
沙
門
肛
柵
敬
白
／
請
特
蒙
十
方
旦
那
助
成
／
修
造
宇
治
平
等

院
之
諸
／
堂
状

（
奥
書
）
寛
永
四
年
十
月
日

な
お
本
勧
進
帳
は
、
享
和
二
年
〈
一
八
○
二
〉
『
松
花
堂
法
帖
』
（
西
尾
市
立

図
書
館
岩
瀬
文
庫
）
五
冊
本
の
内
の
一
に
摸
刻
さ
れ
る
。

○
十
一
月
八
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

小
堀
宗
慶
氏
蔵
本
茶
会
記
（
『
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』
所
収
）
に
よ
る
。

寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
戊
辰

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

四
十
七
／
四
十
五
歳

○
三
月
、
「
和
漢
朗
詠
集
」
脅
す
。

『
古
典
籍
下
見
観
展
大
入
札
会
目
録
」
（
東
京
古
典
会
・
平
成
七
年
）
に
図
版
掲

戟
。
奥
書
に
「
寛
永
六
年
三
月
昭
乗
書
之
」
。

○
六
月
十
九
日
の
林
羅
山
長
男
叔
勝
の
死
没
に
際
し
、
追
悼
詩
を
よ
む
。

こ
の
時
昭
乗
の
追
悼
詩
に
対
し
て
羅
山
が
詩
二
首
を
和
す
（
『
羅
山
林
先
生
詩

集
」
巻
第
四
十
一
。
内
閣
文
庫
）
。

○
八
月
十
二
日
、
近
衛
家
宛
て
書
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
薔
状
」
。
柴
衣
嚇
件
で
出
羽
に
配
流
に
な
っ
た
沢
庵
を
思
い
や
る

内
容
。
沢
庵
へ
贈
っ
た
和
歌
が
記
さ
れ
る
。

大
徳
寺
之
儀
、
／
如
被
仰
下
候
、
何
／
と
も
、
可
致
言
上
様
も
／
無
御
座

候
、
あ
き
れ
／
は
て
ｈ
、
罷
居
申
候
、
か
の
／
諭
所
へ
、
自
然
、
便
／
あ
ら

は
と
、
如
此
二
首
／
よ
み
て
同
宿
も
と
へ
過
申
候
、
御
次
二
／
被
仰
上
、
可

被
下
候
／
う
ら
む
な
よ
か
り
の
世
な
れ
ハ
／
さ
す
ら
ふ
も
旅
の
や
と
り
を
／

か
ふ
る
は
か
り
そ
／
遠
島
に
行
や
う
ら
み
む
／
う
ら
の
浪
今
か
へ
り
く
る
／

な
ら
ひ
な
ら
す
は
／
は
Ｌ
か
り
な
か
ら
、
被
成
／
御
添
削
被
下
候
様
に
／

御
取
成
奉
頼
存
候
（
略
）

署
名
は
「
滝
本
坊
」
。
「
滝
本
坊
と
そ
の
文
化
の
源
流
」
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
が

「
滝
本
坊
」
署
名
書
状
の
初
見
と
い
う
。

○
こ
の
頃
「
大
津
馬
」
描
く
。

『
根
津
美
術
館
列
品
図
録
」
（
根
津
美
術
館
・
昭
和
五
十
九
年
）
に
図
版
掲
載
。

昭
乗
は
本
図
を
沢
庵
の
配
流
中
に
描
き
、
沢
庵
自
身
に
賛
を
乞
う
て
い
る
。
沢
庵

寛
永
六
年
（
’
六
二
九
）
已
已

四
十
八
／
四
十
六
歳

二
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○
九
月
四
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

「
大
有
宗
甫
居
士
茶
具
置
合
』
に
よ
る
。

○
五
月
十
日
、
「
詩
書
巻
』
轡
す
。

の
賛
は
「
な
ぞ
も
か
く
お
も
に
大
津
の
馬
れ
き
て
な
れ
も
う
き
世
に
我
も
う
き
よ

に
」
。こ
の
「
大
津
馬
」
は
、
古
来
茶
家
の
間
で
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
で
、
朽
木
家

ｌ
松
平
不
昧
弟
三
助
の
画
庫
を
伝
存
し
た
と
い
う
（
『
根
津
美
術
館
列
品
図
録
』
）
。

ま
た
、
朝
岡
興
禎
『
古
画
備
考
』
（
嘉
永
三
年
二
八
五
○
〉
起
筆
）
に
も
同
図

に
つ
い
て
記
載
が
あ
る
。

同
（
稿
者
注
・
松
花
堂
）
画
大
津
馬
、
唐
紙
半
切
立
物
、
賛
沢
庵
、
色
紙
に

書
て
張
、
元
冬
木
よ
り
、
本
総
取
出
し
、
大
坂
河
口
に
て
落
札
五
十
両
、
そ

の
後
、
莫
大
の
値
と
な
る
。

な
お
井
川
定
慶
氏
は
、
沢
庵
が
配
流
の
前
に
江
戸
に
呼
ば
れ
て
東
下
り
す
る
途

中
に
詠
ん
だ
和
歌
の
歌
意
を
汲
ん
で
、
昭
乗
が
「
大
津
馬
」
を
描
い
た
と
す
る

（
『
随
筆
松
花
堂
』
。

▼
沢
庵
「
東
関
紀
行
』
に
「
何
ゆ
ゑ
か
お
も
に
お
ほ
津
の
う
ま
れ
き
て
な
れ

も
う
き
世
か
我
も
う
き
よ
に
」
の
歌
を
収
め
る
。
「
大
津
」
と
題
す
る
和

歌
十
九
首
の
内
の
一
つ
（
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
巻
三
）
。

寛
永
七
年
（
一
六
三
ｏ
）
庚
午

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
辛
未

「
寛
永
の
三
筆
を
め
ぐ
っ
て
』
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
・
昭
和
六
十
二
年
）

松
花
堂
昭
乘
年
譜
稿
（
下
）

四
十
九
／
四
十
七
歳

五
十
／
四
十
八
歳

に
図
版
掲
載
。
愛
蓮
説
、
阿
房
宮
賦
、
秋
風
辞
を
揮
毫
し
た
も
の
。
以
下
の
奥
書

が
あ
る
。

雄
徳
山
伝
法
比
丘
昭
乗
応
小
児
之
需
書
之
／
寛
永
辛
未
仲
夏
十
日

○
九
月
十
三
日
、
中
沼
左
京
元
知
宛
て
書
状
あ
り
。

「
特
別
展
光
悦
の
書
ｌ
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
名
筆
』
に
図
版
掲
載
。
書
状

中
に
昭
乗
作
の
和
歌
が
二
首
あ
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
を
記
し
た
懐
紙
も
残
さ
れ
て

い
る
（
『
書
道
全
集
』
二
十
二
〈
平
凡
社
・
昭
和
三
十
四
年
〉
所
収
）
。

辛
未
九
月
十
三
夜
／
二
首
昭
乗
／
く
も
り
に
し
な
か
は
の
う
さ
も
／
わ
す

ら
れ
て
後
の
今
夜
の
／
月
を
み
る
か
な
／
あ
ふ
け
猶
今
夜
の
月
や
／
名
を
後

の
つ
き
に
あ
け
に
し
／
た
め
し
な
る
ら
む
／
孝
経
二
／
立
身
行
道
場
名
於
後

／
世
以
顕
父
母
孝
ノ
終
也
と
／
あ
る
後
の
つ
ぎ
と
い
ふ
詞
二
／
と
り
申
候
い

か
Ｌ
御
添
削
／
後
便
二
可
被
仰
下
候
／
左
京
亮
様

○
こ
の
頃
、
安
楽
庵
策
伝
と
狂
歌
の
贈
答
す
る
。

『
策
伝
和
尚
送
答
控
』
弓
狂
歌
大
観
』
所
収
）
に
よ
る
。
関
山
和
夫
氏
は
こ
の

贈
答
を
寛
永
八
年
冬
頃
と
す
る
（
『
安
楽
庵
策
伝
』
青
蛙
社
・
昭
和
四
十
二
年
）
。

滝
本
主
翁
参

た
ん
ノ
ー
と
な
る
滝
本
に
打
ち
む
か
ひ
雪
の
し
る
茶
を
の
む
緑
も
か
な

滝
本
坊
へ

狂
歌
一
首
お
か
し
さ
な
が
ら

御
狂
歌
任
秀
逸
手
前
殊
つ
ま
り
侍

安
楽
主
翁
拝
呈

一一一 （
策
伝
）

昭
乗
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心
あ
る
人
を
こ
そ
ま
て
茶
も
白
き
雪
の
下
火
を
か
き
さ
か
し
っ
１

▼
昭
乗
と
策
伝
と
は
親
交
が
あ
り
（
寛
永
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
の
項
も

参
照
）
、
こ
の
ほ
か
昭
乗
は
策
伝
像
を
描
い
て
も
い
る
（
「
安
楽
庵
策
伝
像
」
。

『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
Ｉ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
ｌ
』
に
図
版
掲
戟
）
。

こ
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
谷
忍
斎
『
数
寄
者
名
匠
集
』
Ｓ
堺
市
史
」
第
四

巻
く
堺
市
役
所
・
昭
和
五
年
〉
所
収
）
策
伝
の
項
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

京
誓
願
字
中
竹
林
院
住
持
、
号
日
快
上
人
是
也
、
茶
処
迩
及
茶
具
等
、

於
今
在
竹
林
院
内
、
又
世
有
称
安
楽
庵
古
金
欄
、
本
出
於
此
寺
者
也
、

寛
永
十
九
年
壬
午
正
月
八
日
示
寂
笑
、
上
人
嘗
与
松
花
堂
、
其
間
好
焉

佃
松
花
堂
図
上
人
之
影
像
遺
之
、
上
人
亦
親
舗
道
歌
書
題
之
、
是
則
干

今
為
竹
林
院
之
什
物
笑

ま
た
『
古
画
備
考
」
に
は

松
花
堂
策
伝
賛
像
、
安
楽
庵
ヨ
リ
雲
州
へ
入

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
松
花
堂
筆
策
伝
自
賛
の
策
伝
像
は
誓
願
寺
内

竹
林
院
安
楽
庵
か
ら
、
後
に
雲
州
松
平
家
に
移
り
松
平
不
味
愛
玩
の
品
に
な
っ

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
後
、
松
平
家
を
流
出
し
、
昭
和
十
年
五
月
、
野

崎
・
木
村
家
の
所
蔵
品
売
立
と
し
て
東
京
美
術
倶
楽
部
で
展
観
さ
れ
て
い
る

（
「
松
花
堂
作
品
売
立
目
録
（
抄
）
」
『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心

と
筆
墨
ｌ
』
所
収
）
。

○
こ
の
頃
、
近
衛
信
尋
よ
り
書
状
あ
る
か
。

こ
の
年
、
吉
野
太
夫
が
灰
屋
紹
益
に
身
請
け
さ
れ
た
。
紹
益
と
吉
野
を
争
っ
て

い
た
信
尋
が
、
紹
益
に
先
ん
じ
ら
れ
る
に
際
し
て
昭
乗
に
送
っ
た
書
状
が
残
る
と

い
う
（
文
化
九
年
『
吉
野
伝
』
〈
国
書
刊
行
会
『
燕
石
十
種
第
三
』
所
収
〉
）
。

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

年
来
誤
り
候
て
、
執
着
候
事
之
今
更
裁
断
難
叶
事
出
現
候
て
、
妄
念
乱
候
。

一
両
日
山
居
候
而
、
仏
法
之
道
理
も
申
談
候
は
如
何
。
猶
承
諾
千
三
十
日
辺

可
登
山
候
／
菊
月
十
一
日
／
滝
本

○
こ
の
年
閏
十
月
十
二
日
、
同
十
六
日
、
同
十
七
日
、
同
十
八
日
、
同
十
九
日
、
同

二
十
一
日
朝
、
十
一
月
八
日
朝
、
同
日
昼
、
同
三
十
日
朝
、
茶
会
を
催
す
。

『
松
花
堂
茶
会
記
』
に
よ
る
。

こ
の
年
よ
り
寛
永
十
年
ま
で
に
昭
乗
が
催
し
た
『
松
花
堂
茶
会
記
」
が
伝
存
す

る
。
寛
永
八
年
閏
十
月
十
二
日
か
ら
同
九
年
七
月
七
日
ま
で
の
十
二
回
（
今
日
庵

文
庫
蔵
）
、
ま
た
寛
永
九
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
同
十
年
七
月
二
十
九
日
ま
で
の

十
八
回
（
平
瀬
家
旧
蔵
）
の
記
録
が
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
昭
乗

の
筆
に
な
る
。
前
者
は
『
茶
道
文
化
研
究
』
第
四
輯
に
、
後
者
は
「
茶
道
』
全
集

巻
五
（
昭
和
十
一
年
・
創
元
社
）
あ
る
い
は
『
松
花
堂
昭
乗
』
等
に
各
々
翻
刻
紹

介
さ
れ
た
（
後
者
は
「
茶
道
文
化
研
究
』
に
再
録
）
。

両
茶
会
記
に
は
、
参
会
者
、
あ
る
い
は
道
具
類
が
詳
細
に
記
さ
れ
る
。
主
な
参

会
者
に
は
、
小
堀
遠
州
や
板
倉
重
宗
、
佐
川
田
昌
俊
、
江
月
、
あ
ろ
は
滝
本
坊
乗

淳
ほ
か
男
山
諸
坊
の
名
な
ど
も
見
え
、
昭
乗
の
交
流
圏
の
一
端
が
窺
え
る
。
ま
た

同
じ
く
書
き
留
め
ら
れ
る
茶
道
具
類
も
、
昭
乗
の
趣
味
性
を
窺
う
よ
す
が
と
な
ろ

う
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
茶
会
の
日
時
の
み
を
記
す
に
留
め
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
。
茶
会
記
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
右
記
『
茶
道
文
化
研
究
』
等
に
あ

た
ら
れ
た
い
。

○
閏
十
月
二
十
八
日
、
小
堀
遠
州
よ
り
書
状
あ
り
。

久
恒
秀
治
氏
『
桂
御
所
』
（
新
潮
社
・
昭
和
三
十
七
年
）
に
よ
る
。
「
大
膳
て
な

ら
ひ
の
事
萬
々
奉
頼
候
」
と
あ
り
、
遠
州
が
大
膳
、
す
な
わ
ち
子
政
之
の
習
字
の

四
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○
五
月
二
十
六
日
朝
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

『
大
有
宗
甫
居
士
茶
具
置
合
』
に
よ
る
。

○
こ
の
頃
以
降
、
狩
野
尚
信
画
「
職
人
尽
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
賛
を
脅
す
。

『
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
名
品
展
』
（
静
岡
県
立
美
術
館
他
図
録
・
平
成
七
年
）
に
図

版
掲
救
。
白
畑
よ
し
氏
「
狩
野
尚
信
筆
職
人
尽
図
押
絵
貼
屏
風
」
（
『
国
華
』
九
八

四
号
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

○
こ
の
年
一
月
十
五
日
、
同
十
九
日
、
同
二
十

昼
、
同
十
七
日
、
六
月
二
十
九
日
朝
、
七
月

『
松
花
堂
茶
会
記
』
に
よ
る
。

○
四
月
三
日
、
高
橋
□
右
宛
て
醤
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
に
よ
る
。

○
こ
の
年
一
月
七
日
、
二
月
二
十
一
日
朝
、
七
月
七
日
、
九
月
二
十
四
日
、
同
二
十

八
日
、
同
二
十
九
日
朝
、
十
月
九
日
朝
、
同
十
日
昼
、
同
二
十
四
日
、
十
一
月
一
一
一

日
、
同
十
日
、
同
十
五
日
、
同
日
晩
、
茶
会
を
催
す
。

『
松
花
堂
茶
会
記
』
に
よ
る
。

○
十
二
月
二
十
五
日
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

『
小
堀
遠
州
茶
之
湯
置
合
之
留
』
に
「
松
花
堂
」
の
名
が
見
え
る
。

寛
永
十
年
（
’
六
一
一
一
三
）
癸
酉

寛
永
九
年
（
’
六
三
二
）
壬
申

指
導
を
依
頼
す
る
件
が
あ
る
。

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

同
二
十
一
日
昼
、
三
月
十
二
日
、
同
十
五
日

、
七
月
二
十
九
日
、
茶
会
を
催
す
。

五
十
一
／
四
十
九
歳

五
十
二
／
五
十
歳

○
三
月
二
十
日
、
京
都
謹
国
寺
に
お
け
る
弘
法
大
師
八
百
年
忌
に
際
し
、
詠
草
記
す
。

『
日
本
の
書
・
寛
永
の
三
筆
』
（
中
央
公
論
社
・
昭
和
五
十
六
年
）
に
図
版
掲
載
。

「
弘
法
大
師
の
／
八
百
年
に
東
寺
に
て
／
お
ぼ
ろ
け
の
え
に
し
／
な
ら
て
は
八
百

年
の
／
け
ふ
の
御
法
に
／
あ
は
む
物
か
は
」
の
歌
を
脅
す
。
ま
た
こ
の
時
、
「
弘

法
大
師
八
百
年
忌
舗
設
図
」
を
書
く
（
『
松
花
堂
昭
乗
展
』
に
図
版
掲
戟
）
。

○
十
一
月
二
十
三
日
、
策
伝
よ
り
大
仏
餅
を
送
ら
れ
る
。
そ
の
際
狂
歌
を
贈
答
す
る
。

『
策
伝
和
尚
送
答
控
』
に
よ
る
。
両
者
の
狂
歌
は
以
下
の
通
り
。

戌
の
霜
月
廿
三
日
大
仏
［
餅
］
を
そ
へ
て
滝
本
坊
へ
過

策
伝

白
妙
に
雪
の
は
だ
へ
を
も
ち
な
か
ら
か
ち
ん
と
い
へ
る
い
ろ
の
ふ
か
さ
よ

返
し

○
こ
の
頃
、
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
巻
」
脅
す
。

『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
Ｉ
』
に
図
版
掲
戟
。

寛
永
十
一
年
（
’
六
三
四
）
甲
戌

白
妙
の
雪
の
は
た
へ
も
是
程
に
ひ
と
の
も
ち
ゐ
て
を
も
ひ
つ
く
か
は

▼
こ
の
贈
答
に
先
行
す
る
昭
乗
の
書
状
が
、
鈴
木
某
三
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ

る
。
鈴
木
氏
『
安
楽
庵
策
伝
ノ
ー
ト
』
（
東
京
堂
出
版
・
昭
和
四
十
八
年
）
、

「
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
』
（
笠
間
書
院
・
昭
和
六
十
一
年
）
に
よ
っ
て
以
下

に
示
す
。

尊
翰
殊
大
仏
十
体
八
万
／
四
千
之
相
好
に
も
た
ち
こ
え
／
い
と
た
う
と

く
渇
仰
不
斜
候
／
剰
御
詠
是
又
報
身
之
／
説
法
も
か
く
や
と
あ
り
が

五
十
三
／
五
十
一
歳

慢
々
翁

五
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○
五
月
十
八
日
の
日
付
を
も
つ
小
堀
遠
州
宛
て
書
状
は
こ
の
年
以
降
か
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
に
よ
る
。
書
状
中
に
「
来
廿
一
日
橘
や
宗
玄

所
に
て
／
｜
か
た
に
さ
そ
ふ
や
な
か
れ
飛
螢
昌
琢
」
と
次
項
の
連
歌
の
発
句
を

記
す
。
な
お
こ
の
書
状
中
に
は
「
↑
庵
に
て
／
－
た
ひ
に
ミ
さ
へ
花
さ
へ
違
哉

昌
琢
／
松
の
声
西
よ
り
涼
し
男
山
同
」
と
連
歌
の
記
事
が
あ
る
の
を
は
じ
め
、

江
月
、
昌
俊
の
名
前
も
見
え
る
。

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
乙
亥

▼
こ
の
他
昭
乗
が
参
加
し
た
和
漢
聯
句
や
連
歌
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

・
慶
長
十
七
年
以
前
、
和
漢
聯
句
（
慶
長
十
七
年
の
項
参
照
）
。

・
年
代
不
明
。
里
村
玄
的
、
淀
屋
↑
庵
、
佐
川
田
昌
俊
、
昭
乗
。
昭
乗
の

岡
本
半
助
宛
て
書
状
に
書
き
留
め
ら
れ
る
も
の
（
『
松
花
堂
昭
乗
』
）
。

・
年
代
不
明
。
小
堀
遠
州
、
淀
屋
↑
庵
、
佐
川
田
昌
俊
、
橘
屋
宗
玄
、
昭

乗
。
寛
永
十
年
秋
以
降
寛
永
十
四
年
の
暮
れ
ま
で
か
（
金
関
丈
夫
「
心

に
か
か
る
峯
の
白
雲
ｌ
佐
川
田
昌
俊
伝
」
『
お
月
さ
ま
い
く
つ
』
〈
法

た
く
／
聴
衆
／
中
よ
り
／
白
妙
の
雪
の
は
た
へ
も
／
是
程
に
人
の
も
ち

ゐ
て
／
お
も
ひ
つ
く
か
は
／
一
笑
ノ
ー
。
（
略
）

な
お
、
『
策
伝
和
尚
送
答
控
』
に
収
め
ら
れ
る
二
人
の
歌
は
、
『
都
名
所
図

会
」
巻
三
「
洛
東
大
仏
餅
」
の
条
に
も
掲
げ
ら
れ
る
。
『
都
名
所
図
会
」
に

こ
の
贈
答
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、
「
大
仏
餅
本
舗
が

家
の
名
誉
の
記
録
と
し
て
伝
承
し
、
広
告
に
も
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
（
『
醒
睡
笑
研
究
ノ
ー
ト
』
）
。

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

政
大
学
出
版
局
・
昭
和
五
十
五
年
〉
）
。

五
十
四
／
五
十
二
歳

○
二
月
二
十
九
日
、
小
堀
遠
州
が
京
都
黒
谷
で
行
っ
た
父
道
喜
（
正
次
）
の
一
一
一
十
三

回
忌
に
参
会
、
「
小
堀
遺
書
追
福
和
歌
巻
」
を
脅
す
。

こ
の
時
長
鰯
子
、
沢
庵
、
烏
丸
光
広
、
林
羅
山
ら
も
集
う
。
「
小
堀
道
喜
追
福

和
歌
巻
」
に
書
か
れ
る
昭
乗
和
歌
は
「
伝
法
大
阿
闇
梨
耶
昭
乗
／
三
十
年
あ
ま
り

み
つ
の
く
る
ま
に
法
を
え
て
う
き
さ
か
ひ
を
や
い
て
は
な
る
ら
む
」
（
『
松
花
堂
昭

乗
展
』
に
図
版
掲
載
）
。
な
お
『
扶
桑
残
玉
集
」
巻
九
に
、
こ
の
昭
乗
筆
和
歌
巻

を
転
写
し
た
「
小
堀
道
喜
三
十
三
回
忌
追
善
の
詞
」
を
収
め
る
。

○
こ
の
年
以
降
二
方
に
誘
ふ
や
流
れ
飛
ぶ
螢
」
を
発
句
と
す
る
連
歌
に
参
加
す
る

か
。福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究
』
（
有
精
堂
・
昭
和
四
十
四
年
）
に
よ
る
。

里
村
昌
琢
、
橘
屋
宗
玄
、
里
村
玄
陳
、
里
村
玄
的
、
佐
川
田
昌
俊
、
淀
屋
↑
庵
、

西
山
宗
因
ら
と
同
座
。

○
こ
の
年
、
中
院
通
村
と
歌
を
か
わ
し
た
と
い
う
。

土
肥
経
平
『
風
の
し
が
ら
み
』
（
「
日
本
随
筆
大
成
』
一
期
第
十
巻
所
収
〈
吉
川

弘
文
館
・
平
成
五
年
〉
所
収
）
に
よ
る
。

か
く
て
上
洛
あ
り
て
、
八
幡
山
に
か
へ
り
ま
ふ
し
せ
し
こ
と
あ
り
て
参
瓶
あ

り
し
と
き
、
昭
乗
翁
、

た
の
め
た
ご
人
の
人
よ
り
我
人
の
さ
か
へ
を
神
も
さ
ぞ
ま
も
る
ら
ん

大
納
言
返
し

た
の
む
ぞ
よ
お
ろ
か
成
を
も
我
人
の
か
ず
に
も
ら
さ
ぬ
神
の
ち
か
ひ
を

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
丙
子

五
十
五
／
五
十
三
歳

一ハ

Hosei University Repository



○
春
以
前
、
『
竹
画
」
書
す
。

『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
ｌ
』
に
図
版
掲
戟
。
近
衛

信
尋
の
賛
が
あ
る
。
寛
永
十
四
年
三
月
十
八
日
上
田
小
平
次
宛
て
書
状
、
お
よ
び

同
年
秋
「
竹
図
添
状
」
の
項
参
照
。

▼
竹
画
は
も
と
一
巻
に
仕
立
て
ら
れ
た
「
松
花
堂
画
寄
合
賛
」
の
内
の
一
図

で
あ
っ
た
（
現
在
は
分
蔵
）
。
「
松
花
堂
画
寄
合
賛
」
全
二
十
四
図
の
画
題

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

十
三
、
竹
雀
画

相
国
寺
顕
陣
長
老
賛

十
四
、
鳩
画

林
道
春
賛

十
五
、
竹
四
十
雀
画
（
賛
な
し
）

十
六
、
鳥
画

堀
正
意
賛

と
賛
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

｜
、
竹
画

近
衛
唇

二
、
維
子
画

中
院
淫

三
、
鶏
画

烏
丸
止

四
、
胡
蝶
画

王
室
一

五
、
芙
蓉
画

沢
庵
逵

六
、
葡
萄
画

玉
室
霊

七
、
菊
画

江
月
華

八
、
梅
画

（
賛
な

九
、
萩
鹿
画

長
輔
乏

十
、
朝
顔
画

沢
庵
錘

十
一
、
雁
画

宗
甫
舞

十
二
、
楯
画

（
賛
な

宗
甫
賛

（
賛
な
し
）

近
衛
信
尋
賛

中
院
通
村
賛

烏
丸
光
広
賛

王
室
・
沢
庵
・
江
月
賛

沢
庵
賛

玉
室
賛

江
月
賛

（
賛
な
し
）

長
輔
子
賛

沢
庵
賛

○
一
月
三
十
日
、
小
堀
遠
州
茶
会
に
参
会
。

小
堀
宗
慶
氏
蔵
茶
会
記
弓
小
堀
遠
州
茶
会
記
集
成
』
所
収
）
。

○
二
月
十
八
日
、
沢
庵
よ
り
墨
を
贈
ら
れ
る
。

『
古
画
備
考
』
内
「
真
蹟
沢
庵
和
尚
消
息
」
に
よ
る
。
こ
の
時
、
以
下
の
歌
の

十
七
、
水
仙
画

（
賛
な
し
）

十
八
、
茄
子
画

王
室
賛

十
九
、
瓜
画

江
月
賛

二
十
、
船
子
画

天
祐
賛

二
十
一
、
船
画

江
月
賛

二
十
二
、
菊
画

（
賛
な
し
）

二
十
三
、
栗
画

江
月
賛

二
十
四
、
水
月
面

図
版
は
『
武
者
小
路
』
昭
和
十
三
年
八
月
号
に
所
収
。
国
会
図
書
館
蔵

『
滝
本
坊
伝
来
物
控
』
（
「
猩
々
翁
絵
巻
物
井
一
一
諸
名
公
費
之
写
」
）
、
架
蔵

『
滝
本
坊
名
物
記
』
な
ど
の
滝
本
坊
蔵
帳
諸
本
に
も
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。

○
八
月
、
石
清
水
八
幡
宮
の
石
鳥
居
に
銘
文
を
書
く
。

『
松
花
堂
昭
乗
』
。
こ
の
鳥
居
は
板
倉
重
宗
が
将
軍
家
祈
祷
の
た
め
に
寄
進
し
た

も
の
。
銘
文
は
以
下
の
通
り
。

石
清
水
大
権
現
宝
前
石
鳥
居
／
奉
為
将
軍
家
御
祈
祷
所
命
寄
進
之
也
／

寛
永
十
三
年
丙
子
八
月
日
板
倉
侍
従
従
四
位
下
兼
周
防
守
源
朝
臣
重
宗
／

当
山
住
居
僧
比
丘
昭
乗
書

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
丁
丑

五
十
六
／
五
十
四
歳

七
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ふ
る
き
墨
二
色
送
る
に
後
の
か
た
み
と
お
も
へ
は
さ
き
た
つ
袖
の
露

を
は
ら
ひ
な
か
ら
に

（
沢
庵
）

す
み
の
江
や
か
く
も
に
す
む
も
我
か
ら
と
お
く
る
か
た
み
に
袖
ぬ
ら
す
か
な

返
し

（
昭
乗
）

い
つ
か
け
と
さ
は
の
言
葉
か
く
た
び
に
袖
こ
そ
ぬ
る
れ
す
み
の
え
の
な
み

な
お
、
沢
庵
『
東
海
和
歌
集
』
に
も
以
下
の
和
歌
を
収
め
る
。

滝
本
坊
へ
古
唐
墨
を
贈
る
と
て

す
み
の
絵
や
か
く
藻
に
す
む
も
我
か
ら
と
残
す
か
た
み
に
袖
ぬ
ら
す
ら
ん

○
閏
三
月
十
八
日
、
上
田
小
平
次
宛
て
書
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
書
状
」
に
よ
る
。

（
略
）
内
々
、
言
上
／
仕
候
、
竹
之
絵
の
／
御
詠
之
儀
、
愚
身
老
悴
、
病
々

／
こ
と
に
、
簾
命
難
期
、
／
は
や
く
、
お
か
み
申
候
様
一
一
と
／
奉
願
迄
二
候
、

是
又
／
御
取
成
、
泰
頼
候
、
恐
憧
／
謹
言
／
撒
本
坊
／
閏
三
月
十
八
日
（
花

押
）
／
上
小
平
次
様

日
付
は
「
閏
三
月
十
八
日
」
。
昭
乗
生
存
中
「
閏
三
月
」
は
一
一
一
回
（
慶
長
四
年
、

元
和
四
年
、
寛
永
十
四
年
）
あ
る
が
、
内
容
か
ら
寛
永
十
四
年
の
書
状
と
考
え
て
よ

い
。
「
松
花
堂
画
寄
合
賛
」
の
一
「
竹
画
」
の
信
尋
賛
を
催
促
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

○
春
、
「
自
讃
歌
』
脅
す
。

京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
。
奥
書
に
「
千
時
丁
丑
春
（
花
押
と
。
神
田
道
伴
に

よ
る
極
札
に
「
松
華
堂
法
印
昭
乗
日
概
軟
一
冊
（
印
）
」
な
ど
と
あ
る
。

○
四
月
十
日
、
「
続
古
今
和
歌
巻
」
害
す
。

『
出
光
美
術
館
蔵
品
図
録
書
』
（
平
凡
社
・
平
成
四
年
）
に
図
版
掲
載
。
奥
書

贈
答
が
あ
っ
た
と
い
う
。

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

は
以
下
の
通
り
。

依
人
之
所
望
／
お
と
こ
や
ま
の
／
僧
昭
乗
書
之
／
寛
永
丁
丑
孟
夏
／
十
日

（
花
押
）

○
六
月
六
日
、
「
和
歌
巻
」
書
す
。

『
根
津
美
術
館
列
品
図
録
』
に
図
版
掲
載
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

寛
永
丁
丑
季
夏
／
六
日
依
人
之
所
望
／
染
愚
筆
突
／
釈
昭
乗
（
花
押
）

○
六
月
十
日
、
こ
の
日
付
を
も
つ
『
新
古
今
集
抄
』
が
あ
る
。

『
弘
文
荘
待
質
古
書
目
』
三
十
四
号
に
図
版
掲
戟
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

寛
永
丁
丑
六
月
／
十
日
依
少
人
之
懇
／
望
染
躯
侍
／
南
山
住
侶
沙
門
昭
乗

（
花
押
）

○
六
月
二
十
日
、
豊
蔵
坊
信
海
、
滝
本
坊
乗
淳
と
共
に
詩
歌
巻
脅
す
。

『
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
』
（
東
京
古
典
会
・
平
成
八
年
）
に
出
品
。

信
海
、
乗
淳
は
共
に
滝
本
流
門
弟
。
信
海
は
石
清
水
八
幡
宮
壁
蔵
坊
の
住
持
で
、

狂
歌
師
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
。
本
詩
書
巻
は
、
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
一
巻
ず
つ

を
書
写
し
た
も
の
。
昭
乗
の
巻
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

寛
永
丁
丑
六
月
／
廿
日
依
人
之
所
望
／
染
筆
侍
／
釈
昭
乗
（
花
押
）

な
お
本
詩
歌
巻
は
、
寛
政
十
一
年
二
七
九
九
）
、
橘
千
蔭
に
よ
っ
て
箱
書
が

な
さ
れ
た
。
千
蔭
は
滝
本
流
を
よ
く
し
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
刊
『
芳
野
道

の
記
』
の
版
下
を
書
く
な
ど
し
て
い
る
（
寛
永
十
五
年
三
月
の
項
参
考
）
。
こ
の

詩
歌
巻
の
箱
書
き
か
ら
も
、
千
蔭
の
昭
乗
に
対
す
る
傾
倒
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
六
月
、
「
秋
声
賦
」
脅
す
。

『
日
本
の
美
術
』
一
五
○
号
に
図
版
掲
載
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

寛
永
丁
丑
季
夏
日
／
依
法
橋
道
伴
之
所
／
望
書
之
／
南
山
伝
法
比
丘
昭
乗

八
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○
八
月
十
五
日
夜
、
驚
月
庵
で
の
歌
会
に
参
加
。
「
驚
月
庵
歌
会
序
並
に
短
歌
」
を

脅
す
。こ
の
歌
会
に
は
、
昭
乗
、
打
官
公
軌
、
木
下
長
卿
子
、
松
永
貞
徳
、
玄
之
が
会

す
（
『
長
輔
子
全
集
』
五
巻
所
収
）
。
昭
乗
は
「
雨
雲
も
心
せ
よ
う
き
玉
の
緒
も
今

夜
の
月
の
た
め
に
お
し
み
し
」
の
歌
を
詠
む
。

○
秋
、
「
竹
図
添
状
」
脅
す
。

『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
筆
墨
ｌ
』
に
図
版
掲
載
。
「
こ
ぞ

の
春
か
と
よ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
竹
画
」
が
寛
永
十
三
年
の
春
頃
に
書
か
れ

て
い
た
こ
と
こ
と
が
分
か
る
。

こ
そ
の
春
か
と
よ
／
陽
明
前
殿
下
へ
み
つ
か
ら
／
つ
か
う
ま
つ
り
た
る
竹
の

絵
／
に
御
詠
の
こ
と
申
て
侍
し
／
や
か
て
御
ふ
て
を
そ
め
ら
る
／
へ
き
と
は

お
ほ
せ
な
か
ら
程
／
経
待
し
か
は
か
く
申
て
た
て
ま
／
つ
り
し
／
た
の
め
つ

る
／
こ
と
し
の
秋
も
く
れ
た
け
の
／
は
私
か
り
し
ら
ぬ
／
う
ら
み
こ
そ
あ
れ

／
寛
永
丁
丑
秋
昭
乗

○
九
月
十
五
日
、
江
月
宗
玩
ら
と
共
に
石
川
丈
山
を
訪
問
す
る
。

『
覆
醤
集
』
に
よ
る
。
勘
澗
亭
に
お
け
る
観
月
の
雅
会
に
参
加
す
る
。
『
覆
醤
集
』

に
は
、
こ
の
席
上
、
丈
山
が
昭
乗
の
和
歌
に
和
韻
し
た
旨
記
さ
れ
る
。

○
十
一
月
、
「
三
十
五
番
歌
合
」
脅
す
。

『
日
本
の
美
術
』
一
五
○
号
に
図
版
掲
載
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。

寛
永
十
四
年
霜
月
日
／
任
先
本
染
愚
筆
突
／
南
山
沙
門
昭
乗
（
花
押
）

○
十
二
月
二
日
、
小
堀
遠
州
の
茶
会
に
参
会
。

『
大
有
宗
甫
居
士
茶
具
置
合
』
に
よ
る
。

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

○
十
二
月
中
旬
、
滝
本
坊
を
甥
の
乗
淳
に
譲
り
、
滝
本
坊
の
南
方
の
丘
に
方
丈
「
松

花
堂
』
を
建
て
て
移
る
。
ま
た
自
画
像
を
描
く
。

『
松
花
堂
行
状
』
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

明
々
年
は
己
卯
也
。
寺
を
辞
し
て
身
を
寂
定
に
を
き
て
、
荷
露
に
心
を
み
が

き
、
中
台
に
自
証
の
月
を
待
な
ん
と
て
、
坊
の
南
阜
に
松
花
堂
と
い
ふ
方
丈

を
建
て
三
昧
に
入
ら
れ
に
け
り
。
其
時
、
我
現
影
を
図
し
て
、
其
う
へ
に
か
私

れ
た
る

み
づ
か
ら
か
げ
を
み
づ
か
ら
う
つ
し
て

ね
ざ
め
し
て
わ
が
あ
か
つ
き
を
松
の
戸
に
を
と
せ
ぬ
風
の
い
ろ
を
き
く
哉

こ
Ｌ
に
屏
居
の
Ｌ
ち
は
、
松
花
堂
と
ぞ
い
ひ
け
る

こ
の
昭
乗
自
賛
の
自
画
像
は
『
特
別
展
松
花
堂
昭
乗
ｌ
茶
の
湯
の
心
と
躯

墨
ｌ
』
等
に
図
版
掲
載
。
ま
た
『
滝
本
坊
伝
来
物
控
』
等
の
滝
本
坊
蔵
帳
類
に

も
記
載
が
あ
り
、
「
伝
法
比
丘
松
花
堂
昭
乗
松
花
堂
ノ
内
二
掛
ル
」
な
ど
と
併
記

さ
れ
る
。
ま
た
『
男
山
考
古
録
』
に
は
、

松
花
堂
は
滝
本
坊
住
職
式
部
卿
昭
乗
、
後
此
室
に
て
住
て
仏
間
に
は
師
実
乗

の
肖
像
を
画
て
、
一
首
の
和
歌
を
脅
し
床
に
掛
け
祭
り
、
猶
傍
の
床
に
昭
乗

自
分
の
像
を
画
き
、
又
「
寝
党
し
て
わ
か
暁
を
松
の
戸
に
音
せ
ぬ
風
の
色
を

間
か
な
、
と
詠
し
録
し
て
共
に
掛
を
か
れ

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
の
自
画
像
は
、
実
乗
の
肖
像
画
と
共
に
松
花
堂
内

に
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
古
画
備
考
』
に
は
「
縦
二
尺
四
寸
五

分
、
横
八
寸
五
分
」
な
ど
そ
の
詳
細
も
記
さ
れ
る
。

○
十
二
月
十
六
日
、
小
堀
遠
州
よ
り
書
状
あ
り
。

「
滝
本
坊
と
そ
の
文
化
の
源
流
」
に
よ
る
。
書
状
中
に
「
此
中
も
は
や
松
花
堂

九
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へ
御
う
つ
り
候
哉
」
と
あ
り
、
昭
乗
は
こ
の
こ
ろ
に
は
松
花
堂
へ
移
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
今
日
隙
明
申
候
へ
は
、
明
十
七
日
之
朝
め
し
ま
い
り
候
や

う
に
ま
ち
申
候
、
少
御
用
之
事
と
も
御
座
候
、
必
々
ま
ち
申
候
」
な
ど
と
あ
り
、

遠
州
が
、
十
七
日
に
伏
見
へ
来
る
よ
う
昭
乗
を
招
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

○
十
二
月
十
六
日
晩
よ
り
伏
見
の
小
堀
遠
州
の
所
へ
乗
淳
と
共
に
赴
く
。
十
八
日
晩

ま
で
伏
見
に
滞
在
す
る
。

前
項
十
二
月
十
六
日
の
遠
州
の
書
状
、
な
ら
び
に
次
項
の
久
保
樵
大
輔
宛
て
の

昭
乗
書
状
を
参
照
。

○
十
二
月
中
旬
頃
、
久
保
梅
大
輔
宛
て
書
状
あ
り
。

水
島
福
太
郎
氏
「
長
闇
堂
記
の
人
と
著
作
」
（
『
茶
道
文
化
研
究
』
第
四
輯
）
に

よ
る
。
薬
師
寺
橋
本
師
所
蔵
本
『
長
闇
堂
記
』
の
紙
背
文
書
に
見
え
る
昭
乗
書
状

四
通
の
内
の
一
。
松
花
堂
へ
移
っ
た
こ
と
、
乗
淳
と
共
に
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま

で
伏
見
の
遠
州
の
と
こ
ろ
へ
招
か
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。

御
状
過
分
々
々
、
如
仰
昨
日
寺
を
／
わ
た
し
、
拙
僧
松
花
堂
へ
う
つ
り
候
／

ま
ｈ
、
貴
老
定
而
可
為
満
足
と
存
候
（
略
）
／
御
発
句
極
花
松
花
の
見

物
ニ
お
も
む
か
せ
／
ら
れ
候
事
、
さ
て
ノ
ー
奇
妙
に
存
候
／
め
い
惑
に
ふ
り

た
る
雪
や
松
花
堂
／
わ
き
／
火
を
う
づ
さ
ず
に
茶
を
た
つ
る
友
／
御
発
句
秀

逸
に
付
、
わ
き
付
か
ね
候
中
左
京
一
一
／
第
三
御
あ
て
か
ひ
な
さ
ろ
へ
く
候

遠
江
殿
へ
／
滝
本
め
し
つ
れ
、
つ
き
め
の
御
礼
申
さ
せ
候
／
遠
江
と
の
御
懇

大
か
た
に
て
御
座
候
十
七
日
／
に
朝
め
し
伏
見
に
て
給
候
や
う
に
て
と
て

十
六
日
／
よ
ひ
一
一
ま
い
り
十
八
日
晩
迄
と
ま
り
候
ま
Ｌ
／
夜
を
ふ
せ
り
候
ハ

て
眼
い
る
と
茶
事
／
［
］
／
申
候
へ
ど
も
、
め
を
か
槌
へ
如
此
侯
、

恐
憧
謹
言
昭
乗

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

○
十
二
月
二
十
三
日
、
永
井
日
向
守
尚
情
宛
て
醤
状
あ
り
。

『
特
別
展
光
悦
の
書
ｌ
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
名
筆
』
に
図
版
掲
載
。
波
多

野
幸
彦
「
手
紙
道
楽
」
（
『
日
本
古
書
通
信
』
第
三
十
九
巻
第
四
号
・
昭
和
四
十
九

年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
滝
本
坊
を
乗
淳
に
渡
し
、
自
ら
は
松
花
堂
に
移
っ
た
こ

と
を
記
す
。
「
九
州
一
摸
」
は
、
こ
の
年
十
月
よ
り
起
こ
っ
た
島
原
の
乱
。

（
略
）
一
我
等
も
と
し
罷
□
□
其
上
病
者
ニ
テ
め
い
／
わ
く
仕
候
一
一
付
当

月
中
比
い
ん
き
ょ
仕
／
滝
本
坊
を
そ
つ
一
一
わ
た
し
わ
れ
ら
ハ
近
所
之
／
や
ふ

の
内
二
堂
を
立
て
居
申
候
名
ヲ
ハ
松
花
堂
と
／
申
候
御
上
洛
被
成
候
ハ
、

住
居
懇
御
目
可
申
／
候
（
略
）
／
滝
本
坊
隠
居
事
／
松
花
堂
／
十
二
月
廿
三

日
／
松
花
堂
（
花
押
）
／
永
日
向
守
様

（
返
し
醤
き
）
九
州
一
摸
／
を
こ
り
申
候
よ
し
候
へ
と
も
／
上
方
も
の
し
っ

か
に
て
御
座
候
（
略
）

○
こ
の
年
、
昭
乗
の
「
鳰
図
」
に
題
し
て
林
羅
山
が
詩
を
著
す
。

『
繩
山
林
先
生
詩
集
』
巻
第
七
十
。
羅
山
の
詩
は
以
下
の
通
り
。

八
幡
山
僧
昭
乗
所
画
鳩

鳩
在
男
山
勢
勃
興
／
様
牙
一
樹
託
雲
槽
／
太
公
兵
術
神
須
記
／
瑞
烏
飛
揚

将
化
鷹

○
こ
の
年
、
四
天
王
寺
南
門
の
下
馬
碑
を
揮
毫
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

八
幡
平
谷
に
昭
乗
筆
と
伝
え
ら
れ
る
下
馬
碑
が
あ
り
（
『
や
わ
た
の
道
し
る
べ
』

〈
八
幡
市
郷
土
史
会
・
昭
和
五
十
七
年
〉
等
に
図
版
掲
載
）
、
『
男
山
考
古
録
』
は

そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
に
際
し
て
四
天
王
南
門
の
下
馬
碑
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

下
馬
碑
平
谷
坂
口
上
の
稲
荷
社
へ
至
る
所
の
南
に
在
、
石
高
四
尺
二
寸
許
、

夫
よ
り
上
家
根
形
あ
り
、
高
六
寸
五
分
、
一
尺
五
寸
の
石
台
あ
り
、
下
馬
二

一

○ 
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○
一
月
十
日
、
烏
丸
光
広
亭
に
て
、
鳳
林
承
章
、
見
樹
院
立
詮
と
会
う
。
こ
の
時
俳

譜
も
。

鳳
林
承
章
『
隔
箕
記
』
（
鹿
苑
寺
・
昭
和
三
十
三
年
）
に
よ
る
。

於
烏
丸
亜
相
公
、
見
樹
院
瀧
本
坊
両
人
対
談
。
有
俳
譜
一
連
。
予
俳
譜
発
句

亦
語
之
。

大
字
、
行
書
、
滝
本
坊
先
住
松
花
堂
昭
乗
の
筆
跡
也
云
々
、
此
碑
に
依
て
尚

次
思
ひ
得
た
る
事
あ
り
、
一
年
（
小
字
双
行
函
天
保
十
五
年
冬
の
事
也
）
、

摂
津
国
四
天
王
寺
に
詣
て
、
南
門
外
道
の
東
南
向
に
下
馬
碑
あ
り
、
其
形
ち

文
字
の
大
さ
彫
刻
の
模
様
、
当
碑
と
露
計
も
連
は
す
、
傍
に
寛
永
十
四
丑
年

と
彫
た
り
、
同
昭
乗
の
筆
痕
な
る
事
疑
な
く
、
因
て
按
に
、
昭
乗
彼
天
王
寺

に
於
て
、
弘
法
大
師
の
筆
法
を
学
ひ
得
ら
れ
し
事
、
昭
乗
行
状
記
（
小
字
双

行
亜
佐
川
田
昌
俊
の
作
な
り
）
に
見
え
た
り
、
か
Ｌ
れ
は
彼
寺
寄
留
の
時
に

書
か
れ
し
な
ら
ん
、

な
お
佐
藤
虎
雄
氏
は
八
幡
平
谷
の
下
馬
碑
に
つ
い
て
、
「
此
の
文
字
の
繁
法
殊
に

点
画
は
鎌
倉
時
代
の
風
に
し
て
、
お
そ
く
と
も
室
町
時
代
を
下
る
も
の
で
は
な
い
。

昭
乗
の
書
名
高
き
に
依
っ
て
、
遂
に
昭
乗
の
筆
と
伝
ふ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら

う
」
と
す
る
（
『
松
花
堂
昭
乗
』
）
。

○
こ
の
年
以
降
、
「
和
歌
巻
」
醤
写
す
る
。

『
特
別
展
・
詩
歌
と
書
ｌ
日
本
の
心
と
美
』
（
東
京
国
立
博
物
館
・
平
成
三
年
）

に
図
版
掲
栽
。

寛
永
十
五
年
（
’
六
三
八
）
戊
寅

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

五
十
七
／
五
十
五
歳

○
｜
月
二
十
九
日
、
小
堀
遠
州
、
板
倉
重
宗
、
永
井
信
趨
守
尚
政
が
石
清
水
八
幡
宮

を
参
詣
す
る
。

次
項
二
月
五
日
石
谷
十
蔵
宛
て
書
状
に
よ
る
。

▼
「
舟
日
」
の
日
付
を
持
つ
昭
乗
筆
智
徳
宛
て
書
状
に
、
板
倉
重
宗
、
永
井

尚
政
、
小
堀
遠
州
と
い
う
同
じ
顔
ぶ
れ
で
和
歌
会
を
催
し
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
る
（
「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
）
。

｜
、
一
昨
夕
二
郎
左
御
尋
過
分
二
候
御
意
得
候
／
而
可
被
下
候
／
手

本
紙
一
巻
相
達
申
候
可
染
愚
筆
候
／
一
、
昨
日
唐
納
豆
一
壷
何
よ
り

ノ
ー
恭
候
／
一
、
昨
日
周
防
殿
信
濃
殿
遠
江
殿
／
い
つ
れ
も
ノ
ー
朝
か

ら
及
極
晩
候
／
迄
に
て
候
つ
る
歌
な
と
も
御
座
候
き
／
長
席
く
た
ひ
れ

い
ま
た
枕
あ
か
ら
す
候
／
今
日
は
長
輔
公
ヘ
ミ
な
ノ
ー
御
尋
之
衆
／
候

て
又
引
つ
ら
れ
申
候
和
尚
も
御
出
候
（
略
）
／
州
日
／
滝
本
／
昭
乗

／
智
徳
様
／
御
報

こ
の
前
日
、
三
名
と
共
に
終
日
和
歌
会
を
催
し
、
翌
三
十
日
に
は
木
下
長

剛
子
の
も
と
へ
皆
で
出
向
い
た
と
い
う
。

○
二
月
五
日
、
石
谷
十
蔵
宛
て
聾
状
あ
り
。

『
日
本
の
美
術
』
第
一
五
○
号
、
「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
に
よ
る
。
島

原
の
乱
に
関
わ
る
も
の
で
、
「
元
日
内
膳
殿
御
討
死
」
は
寛
永
十
五
年
元
日
の
板

倉
重
宗
の
弟
重
昌
の
戦
死
を
指
す
。

其
元
使
僧
差
越
申
候
間
令
啓
上
候
元
日
／
内
膳
殿
御
討
死
（
略
）
／
去
廿
九

日
／
板
周
防
殿
氷
信
濃
殿
小
遠
江
殿
な
と
／
此
元
御
参
詣
二
而
拙
者

所
へ
被
成
御
立
／
寄
終
日
被
成
御
咄
候
之
刻
去
廿
一
日
／
と
哉
ら
ん
一
一

と
が
ハ
の
坪
を
／
数
間
大
筒
に
て
御
打
破
候
二
付
／
一
撲
ひ
る
ミ
申
候
由
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被
成
御
物
語
候
を
／
承
候
左
様
に
候
ハ
、
定
而
／
頓
而
落
着
仕
候
（
略
）

／
八
幡
山
滝
本
坊
／
二
月
五
日
昭
乗
（
花
押
）
／
石
谷
十
蔵
様

な
お
、
本
年
は
既
に
松
花
堂
に
住
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
署
名
を
「
滝

本
坊
」
と
す
る
。
寛
永
十
四
年
十
二
月
中
旬
よ
り
松
花
堂
を
名
乗
っ
て
ま
だ
間
も

な
く
、
「
滝
本
坊
」
で
あ
る
方
が
通
り
の
よ
い
場
合
も
あ
っ
た
た
め
か
。

○
三
月
、
江
月
宗
玩
と
吉
野
の
旅
に
出
る
。

昭
乗
は
こ
の
旅
を
紀
行
文
と
し
て
著
し
た
。
以
下
の
如
き
旅
程
で
あ
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。

六
日
奈
良
に
着
く
。

七
日
春
日
大
社
、
二
月
堂
な
ど
へ
行
き
、
久
保
権
大
輔
を
訪
問
す
る
。

八
日
雨
の
た
め
二
人
で
語
り
暮
す
。

九
日
奈
良
を
出
て
在
原
寺
、
永
久
寺
潅
頂
堂
、
三
輪
寺
等
を
め
ぐ
っ
て

泊
瀬
へ
到
着
す
る
。

十
日
安
部
文
殊
堂
、
橘
寺
等
を
め
ぐ
っ
て
高
願
堂
に
泊
ま
る
。

十
一
日
吉
野
へ
行
く
。
吉
野
川
、
蔵
王
堂
な
ど
を
め
ぐ
る
。

十
二
日
後
醍
醐
陵
に
行
く
。
滝
を
見
に
上
る
。

十
三
日
吉
野
を
出
、
当
麻
寺
に
泊
ま
る
。

十
四
日
唐
招
提
寺
に
行
く
。
木
津
に
泊
ま
る
。

十
五
日
旅
の
終
わ
り
。
昭
乗
と
江
月
別
れ
る
。

な
お
本
紀
行
に
は
、
柿
衛
文
庫
館
蔵
『
松
花
堂
昭
乗
奈
良
吉
野
紀
行
』
等
、
写

本
が
数
本
伝
存
す
る
。
拙
稿
弓
芳
野
道
の
記
』
ｌ
写
本
に
お
け
る
善
本
考
」

（
『
国
文
学
論
考
』
第
三
十
五
号
〈
平
成
十
一
年
〉
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

▼
こ
の
紀
行
文
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
『
芳
野
道
の
記
』
と
し
て
上

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

梓
さ
れ
た
。
橘
千
蔭
が
版
下
を
書
き
、
か
つ
序
文
も
寄
せ
る
。

吾
友
だ
ち
何
が
し
ゆ
く
り
な
く
得
た
り
と
て
み
せ
け
ろ
を
み
る
に
、
こ

の
翁
の
筆
の
あ
と
あ
ま
た
見
つ
れ
ど
も
、
か
Ｌ
る
は
い
と
ま
れ
に
な
む

有
け
る
。
（
略
）
を
と
こ
や
ま
の
松
の
か
ぜ
千
歳
の
後
に
吹
つ
た
へ
滝

も
と
の
水
の
な
が
れ
百
代
た
え
ざ
ら
し
め
む
は
、
か
の
翁
の
み
た
め
に

い
そ
し
き
わ
ざ
と
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
お
の
れ
う
べ
な
ひ
て
、
い
さ
Ｌ
か
も

事
ご
と
の
あ
と
に
た
が
へ
ず
つ
と
め
て
う
つ
し
て
あ
た
へ
け
る
な
り

す
な
わ
ち
版
本
『
芳
野
道
の
記
』
は
、
千
蔭
が
昭
乗
の
筆
の
再
現
を
試
み

た
も
の
。
萬
屋
太
治
右
衛
門
版
『
芳
野
道
の
記
』
（
国
会
図
書
館
蔵
）
巻
末

の
「
蘭
香
堂
蔵
版
目
録
」
に
は
「
松
花
堂
書
芳
野
道
の
記
橘
千
蔭
大
人
、

松
花
堂
の
真
跡
を
う
つ
し
と
り
て
上
梓
し
た
る
滝
本
流
の
法
帖
な
り
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
本
書
は
紀
行
文
学
で
あ
る
と
同
時
に
、
滝
本
流
法
帖
と
し

て
流
布
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
千
蔭
は
滝
本
流
を
よ
く
し
、

寛
永
十
四
年
に
昭
乗
、
豊
蔵
坊
信
海
、
滝
本
坊
乗
淳
が
害
し
た
詩
歌
巻
の
箱

書
き
を
し
た
例
も
あ
る
（
寛
永
十
四
年
六
月
二
十
日
の
項
参
照
）
。

○
三
月
二
十
八
日
の
日
付
を
持
つ
江
月
宗
玩
宛
て
笹
状
は
こ
の
年
に
轡
か
れ
た
も
の

か
。『
古
典
籍
展
観
大
入
札
会
目
録
』
（
東
京
古
典
会
・
平
成
十
五
年
）
に
図
版
掲
栽
。

署
名
が
「
松
花
堂
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
寛
永
十
四
年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
「
和
州
以
後
之
御
も
の
が
た
り
を
も
承
り
た
く
候
つ
れ
ど
も
」

の
「
和
州
」
は
、
先
の
両
者
の
吉
野
へ
の
旅
を
指
す
か
。

用
所
候
而
、
致
出
京
候
之
間
、
貴
院
へ
も
／
早
々
御
尋
申
上
候
而
、
和
州
以

後
之
御
／
も
の
が
た
り
を
も
承
り
た
く
候
つ
れ
ど
も
、
／
難
去
事
ど
も
候
て
、

一
一
一
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遅
々
所
存
侯
。
外
も
／
先
日
以
後
、
伏
見
へ
は
、
不
被
成
御
越
候
哉
、
／
和

尚
へ
は
暫
時
な
が
ら
懸
御
目
、
御
噂
申
／
上
候
き
。
今
日
は
道
伴
に
而
、
佐

半
丞
様
、
／
喜
六
な
ど
寄
合
、
よ
も
山
の
事
か
た
り
申
候
。
／
ふ
り
く
ら
し

た
る
つ
れ
づ
れ
、
可
仕
思
召
に
候
へ
く
候
・
明
日
は
／
伏
見
へ
参
候
。
□
□

は
帰
山
と
存
候
。
若
御
越
／
侯
は
ば
、
御
と
も
可
仕
候
。
将
又
、
東
山
公
御

詠
之
事
、
／
内
々
申
ふ
り
候
ご
と
く
、
ひ
と
へ
に
奉
願
候
間
、
／
い
で
き
候

様
に
、
何
と
ぞ
御
こ
こ
ろ
へ
願
申
候
。
／
万
々
期
拝
顔
恐
僅
頓
首
／
三
月

廿
八
日
／
松
花
堂
（
花
押
）

○
五
月
十
日
、
竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
書
状
の
草
稿
あ
り
。

『
特
別
展
光
悦
の
書
ｌ
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
名
筆
』
に
図
版
掲
載
。

こ
の
頃
、
昭
乗
が
養
福
院
清
心
尼
よ
り
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
た
古
筆
を
鰯
し
取
っ

た
と
の
噂
が
た
ち
、
こ
の
疑
い
に
対
し
て
釈
明
し
た
書
状
や
起
請
文
が
数
通
残
る
。

こ
の
出
来
事
に
関
す
る
一
連
の
書
状
に
つ
い
て
は
渡
部
清
氏
「
松
花
堂
昭
乗
の
古

筆
疑
惑
」
（
『
書
状
研
究
』
第
十
一
号
〈
平
成
五
年
〉
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
竹
腰
正
信
宛
て
書
状
草
稿
に
も
同
様
に
弁
明
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
智
徳

院
の
一
体
筆
一
行
物
の
売
買
に
つ
い
て
世
話
を
す
る
旨
の
内
容
も
書
か
れ
て
い
る
。

八
月
二
十
六
日
の
項
参
照
。

（
略
）
一
南
山
雲
起
之
一
休
之
か
け
物
智
徳
院
に
御
上
せ
被
成
候
／
槌
請
取

申
候
智
徳
院
口
上
承
届
候
委
細
存
知
仕
候
小
／
遠
州
な
と
へ
も
致
相
談
き
も

い
り
可
申
候
（
略
）
／
｜
拙
僧
事
其
元
取
沙
汰
御
座
侯
お
も
む
き
智
徳
に
被

／
仰
下
候
通
具
承
届
候
さ
て
ノ
ー
御
心
付
恭
存
候
併
久
々
／
御
目
を
被
下
侯

し
る
し
と
渡
す
よ
し
恭
存
候
然
二
畏
福
院
／
清
心
公
我
等
二
古
筆
ヲ
御
ミ
せ

侯
わ
れ
ら
だ
ま
い
て
／
も
ら
い
て
の
わ
る
き
様
二
取
沙
汰
御
座
由
以
外
き
よ

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

め
い
／
迷
惑
仕
候
先
日
清
心
公
わ
れ
一
一
古
筆
御
ミ
せ
候
事
も
／
覚
不
申
候

其
上
清
心
公
よ
り
わ
れ
ら
古
筆
一
く
た
り
も
／
も
ら
い
不
申
候
き
よ
せ
つ
に

候
は
Ｌ
か
り
な
か
ら
／
せ
い
し
を
仕
懸
御
目
候
間
あ
し
く
取
沙
汰
被
仕
候
衆

へ
／
右
之
旨
被
仰
達
可
被
下
候
（
略
）
／
五
月
十
日
松
花
堂
（
花
押
）
／
竹

腰
山
城
守
様

○
五
月
十
日
、
竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
起
請
文
あ
り
。

『
特
別
展
光
悦
の
書
ｌ
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
名
筆
』
に
図
版
掲
載
。
前
項

の
竹
腰
正
信
宛
て
書
状
草
稿
に
見
え
る
「
せ
い
し
」
で
あ
る
。

起
請
文
前
書
之
事
／
乍
恐
以
誓
紙
申
上
候
意
趣
者
畏
福
院
清
心
公
／
古
筆
を

我
等
二
御
み
せ
候
を
我
等
だ
ま
ひ
て
も
ら
ひ
／
申
侯
由
其
元
一
一
而
あ
し
く
取

沙
汰
御
座
由
以
外
虚
説
／
つ
く
人
～
迷
惑
仕
候
清
心
公
我
等
二
古
筆
を
御
み

せ
候
／
覚
不
申
候
其
上
清
心
公
よ
り
古
筆
一
く
だ
り
に
て
も
／
も
ら
ひ
不
申

候
又
其
元
一
一
而
い
つ
か
た
よ
り
も
古
筆
／
だ
ま
い
て
も
ら
ひ
不
申
候
若
大
納

言
様
な
と
へ
も
／
あ
し
く
御
耳
二
立
申
侯
ヘ
ハ
か
ば
ね
の
上
迄
の
迷
惑
一
一
而

／
御
座
候
二
付
御
理
申
上
候
其
上
清
心
公
へ
も
被
成
御
尋
／
被
下
候
清
心
公

よ
り
古
筆
少
も
も
ら
ひ
不
申
候
（
略
）
／
寛
永
十
五
年
戌
寅
滝
本
坊
隠
居
／

五
月
十
日
松
花
堂
（
花
押
）
／
竹
腰
山
城
守
様
進
上

○
五
月
十
日
、
志
水
甲
斐
守
忠
政
宛
て
脅
状
あ
り
。

『
特
別
展
光
悦
の
書
ｌ
慶
長
・
元
和
・
寛
永
の
名
筆
』
に
図
版
掲
載
。
前
項
、

前
々
項
と
同
様
、
古
筆
を
編
し
取
っ
た
と
の
噂
に
対
す
る
弁
明
が
な
さ
れ
る
。

○
六
月
四
日
、
鳳
林
承
章
を
訪
問
す
る
。

「
隔
箕
記
』
に
よ
る
。
北
条
久
太
郎
所
望
の
三
幅
一
対
の
画
を
描
き
上
げ
、
鳳

林
承
章
の
も
と
へ
届
け
る
。

￣ 

＝ 
￣ 
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男
山
之
滝
本
坊
式
部
卿
筆
之
三
幅
一
対
絵
三
枚
、
北
条
久
太
郎
所
望
、
出
来
、

而
来
也
。

▼
な
お
、
昭
乗
の
鳳
林
承
章
宛
て
書
状
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
（
「
松
花
堂

昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
）
。

（
略
）
三
／
幅
一
対
之
儀
御
請
申
候
事
候
間
可
染
愚
鼈
候
／
併
一
ふ

く
な
と
ハ
何
時
も
か
き
可
申
候
へ
と
も
／
三
幅
一
対
ハ
六
借
候
其

上
老
忰
多
病
二
候
故
／
急
速
一
六
難
成
候
／
内
々
左
様
ニ
得
御
意
候

而
可
被
下
候
押
絵
之
事
／
ハ
可
被
成
御
免
候
難
背
御
意
子
細
候
而

先
年
／
陽
明
様
の
を
か
き
ま
い
ら
せ
候
外
ハ
押
絵
御
理
／
申
侯

（
略
）
／
松
花
堂
／
初
陽
十
二
日
（
花
押
）

（
返
し
書
き
）
唯
今
帰
山
仕
候
と
て
早
々
申
上
候
以
上
／
追
而
唐

紙
五
只
今
相
達
申
候
よ
し
あ
し
い
／
ま
だ
難
量
候
相
試
可
申
候

署
名
に
「
松
花
堂
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
十
五
年
な
い
し
十
六
年
正

月
の
も
の
。
書
状
中
の
「
三
幅
一
対
」
が
、
『
隔
箕
記
』
に
記
さ
れ
る
北
条

久
太
郎
所
望
の
三
幅
一
対
の
絵
を
示
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
矢
崎
格
氏
は
こ

の
可
能
性
に
触
れ
、
「
と
す
る
な
ら
、
こ
の
書
状
は
鳳
林
自
身
が
松
花
堂
に

依
頼
さ
れ
た
絵
を
仲
介
し
て
や
っ
た
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
い
る
（
「
松
花

堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
）
。

○
七
月
二
十
七
日
、
相
国
寺
鹿
苑
院
を
訪
問
。

『
鹿
苑
日
録
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
三
十
六
年
）
に
よ
る
。
三
幅
一
対

の
画
を
依
頼
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
時
昭
乗
は
、
兼
ね
て
か
ら
依
頼
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
竹
画
の
賛
の
清
書
を
改
め
て
乞
う
て
い
る
。

八
幡
松
花
堂
来
臨
。
恵
帷
子
一
。
晩
来
有
約
束
云
々
・
故
茶
菓
而
巳
。
予
望

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

鯖
脱
力

一
二
幅
一
対
之
画
。
松
花
堂
同
心
。
歎
喜
量
。
松
花
堂
所
求
竹
之
画
之
賛
乞

清
書
。

○
七
月
二
十
八
日
、
鹿
苑
院
主
よ
り
竹
画
の
賛
を
受
け
と
る
。

『
鹿
苑
日
録
』
に
「
浄
書
竹
之
図
之
賛
拙
作
。
遺
子
松
花
堂
」
。
前
日
乞
う
た
賛

が
早
速
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
八
月
二
十
六
日
、
竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
書
状
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
古
筆
疑
惑
」
に
よ
る
。
こ
こ
で
も
古
筆
を
取
っ
た
と
の
噂
に

対
す
る
弁
明
を
し
、
さ
ら
に
一
休
筆
一
行
物
の
売
買
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
こ
の

一
休
筆
一
行
物
は
、
五
月
十
日
付
書
状
草
稿
に
も
見
え
る
も
の
。

智
徳
院
に
御
の
ほ
せ
被
成
候
一
休
之
／
南
山
雲
起
之
一
行
物
遠
州
へ
も
／
そ

と
も
の
か
た
り
申
候
へ
は
さ
る
仁
則
取
／
被
申
候
代
金
子
大
判
弐
拾
弐
枚
宗

知
と
／
一
同
に
請
取
申
候
而
則
只
今
宗
知
に
金
子
／
右
之
通
下
し
申
候
（
略
）

／
八
月
廿
六
日
松
花
堂
（
花
押
）
／
竹
山
城
守
様
進
上

○
十
一
月
二
十
三
日
、
永
井
日
向
守
尚
清
宛
て
脅
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
生
涯
と
芸
術
」
に
よ
る
。
署
名
に
「
松
花
堂
」
と
あ
る
。
昭

乗
が
松
花
堂
に
移
る
の
が
寛
永
十
四
年
十
二
月
、
没
す
る
の
が
寛
永
十
六
年
九
月

十
八
日
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
状
の
日
付
十
一
月
二
十
三
日
は
寛
永
十
五
年
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
尚
情
か
ら
書
画
の
鑑
定
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

○
こ
の
年
、
昭
乗
の
『
虎
渓
三
笑
図
」
に
対
し
て
林
羅
山
が
題
画
詩
を
著
す
。

『
羅
山
林
先
生
詩
集
』
巻
第
七
十
一
に
次
の
詩
が
あ
る
。

三
笑
図
男
山
僧
昭
乗
筆

松
月
千
年
何
虚
尋
／
白
蓮
社
上
有
知
音
／
趣
陶
送
陸
忘
形
態
／
三
笑
非
三

唯
一
心

一

四
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○
二
月
二
十
八
日
、
久
保
梅
大
輔
長
闇
堂
宛
て
書
状
あ
り
。

『
松
花
堂
昭
乗
』
に
よ
る
。
三
月
の
実
乗
の
供
養
に
つ
い
て
し
た
た
め
た
も
の
。

○
三
月
二
十
三
日
、
実
乗
の
十
一
一
一
回
忌
を
執
り
行
う
。

「
松
花
堂
行
状
』
に
よ
る
。
曼
陀
羅
供
養
を
行
う
。
男
山
で
は
四
十
年
間
中
断

さ
れ
て
い
た
行
事
と
い
う
。
『
松
花
堂
行
状
』
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

昭
乗
の
先
師
実
乗
の
十
三
回
忌
、
こ
と
し
寛
永
十
六
年
三
月
廿
三
日
に
あ
た

れ
り
。
追
福
の
衆
善
奉
行
心
を
尽
さ
れ
け
り
。
し
か
も
曼
陀
羅
供
を
奉
行
し

て
、
一
山
の
老
少
不
残
招
請
せ
ら
る
。
此
大
法
事
は
四
十
年
来
当
山
中
絶
の

法
事
也

○
三
月
、
「
僧
形
八
幡
御
影
」
描
く
。

『
松
花
堂
行
状
』
に
「
当
山
大
菩
薩
の
真
影
を
画
し
奉
り
供
養
し
て
」
と
あ
る

も
の
。
本
作
品
は
昭
和
十
年
四
月
三
十
日
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
昭
和

二
十
二
年
二
月
十
二
日
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
。
『
石
清
水
八
幡
宮
資
料
叢
書
」

四
巻
等
に
図
版
所
収
。

○
三
月
、
「
石
清
水
八
幡
宮
献
物
幅
』
脅
す
。

『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
』
四
十
三
号
（
昭
和
四
十
七
年
）
に
図
版
掲
載
。
こ
こ

に
見
え
る
「
八
大
高
祖
影
像
」
は
、
作
品
自
体
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

『
松
花
堂
行
状
』
に
「
自
宗
八
祖
の
尊
像
を
図
写
し
て
一
山
衆
中
に
残
し
を
か
れ

け
る
」
と
あ
る
も
の
を
指
す
か
。
奥
書
「
寛
永
十
六
年
己
卯
三
月
日
願
主
滝
本

坊
前
住
松
花
堂
昭
乗
（
花
押
と
。

寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
已
卯

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

五
十
八
／
五
十
六
歳

○
四
月
十
三
日
、
遺
言
を
書
く
と
い
う
。

「
松
花
堂
行
状
』
に
「
卯
月
十
三
日
に
遺
言
の
一
巻
を
封
し
て
置
か
れ
た
ろ
も

い
と
哀
に
有
難
き
こ
と
に
そ
侍
る
」
と
あ
る
。

同
じ
く
『
松
花
堂
行
状
』
に
は
「
法
祖
父
を
乗
祐
と
い
ひ
先
師
を
実
乗
と
な
ん

い
ひ
け
る
。
ふ
た
り
な
が
ら
背
に
魑
癒
発
し
て
砠
。
し
か
も
み
な
卯
年
に
あ
た
り

て
逝
ぬ
」
と
あ
り
、
昭
乗
の
師
実
乗
、
実
乗
の
師
乗
祐
も
背
に
で
き
た
懲
瘡
の
た

め
病
死
、
さ
ら
に
両
人
と
も
卯
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
寛
永

十
六
年
は
卯
年
に
あ
た
る
た
め
、
自
ら
死
を
覚
悟
し
た
と
い
う
。

○
四
月
下
旬
、
林
羅
山
が
「
寄
男
山
僧
昭
乗
』
を
著
す
。

『
羅
山
林
先
生
文
集
』
巻
第
十
（
内
閣
文
庫
）
に
よ
る
。

○
五
月
二
十
八
日
、
竹
腰
山
城
守
正
信
宛
て
書
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
古
筆
疑
惑
」
に
よ
る
。
絵
を
進
上
す
る
旨
を
述
べ
る
。
ま
た

こ
の
頃
食
事
が
の
ど
に
つ
ま
る
な
ど
体
調
を
崩
し
て
い
た
。

（
略
）
去
春
以
来
／
相
煩
殊
此
比
は
折
に
食
事
／
の
ど
に
つ
ま
り
申
候
て
迷

／
悪
仕
候
（
略
）
／
去
年
／
蒙
仰
候
書
院
之
ち
い
さ
き
／
二
ふ
く
一
対
之
事

気
相
／
わ
る
く
御
座
候
へ
と
も
命
も
／
不
存
候
間
か
き
進
上
之
候
／
か
た
み

と
思
召
可
被
下
候
随
分
／
絵
は
い
て
き
申
候
是
は
唐
紙
／
よ
き
故
に
候
（
略
）

○
六
月
二
十
九
日
、
永
井
信
濃
守
尚
政
、
小
堀
遠
州
、
江
月
宗
玩
の
訪
問
を
受
け
る
。

ま
た
夜
、
遠
州
の
伏
見
屋
敷
へ
江
月
と
共
に
訪
問
す
る
。

七
月
二
日
付
琢
庵
宛
て
書
状
に
記
さ
れ
る
と
い
う
（
「
松
花
堂
昭
乗
の
古
筆
疑

惑
」
）
。
こ
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
翌
三
十
日
朝
に
は
遠
州
よ
り
茶
の
接
待
を
受
け
、

七
月
一
日
に
男
山
に
戻
っ
た
。

一

五
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○
七
月
二
日
、
半
井
琢
庵
宛
て
書
状
あ
り
。

「
松
花
堂
昭
乗
の
古
筆
疑
惑
」
に
よ
る
。
半
井
琢
庵
は
堺
の
医
師
半
井
家
の
一

族
。
九
月
九
日
に
は
病
床
の
昭
乗
を
診
察
す
る
。

○
七
月
十
一
日
、
佐
川
田
昌
俊
の
訪
問
を
受
け
る
。

『
松
花
堂
行
状
』
に
よ
る
。
こ
の
時
昭
乗
は
、
燦
瘡
が
背
に
あ
り
死
を
覚
悟
し

て
い
る
旨
を
昌
俊
に
語
っ
た
と
い
う
。
昌
俊
は
医
師
を
呼
び
診
察
を
仰
ぐ
が
、
速

や
か
に
治
る
と
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。

文
月
十
一
日
に
か
侍
る
。
至
愚
ま
う
で
Ｌ
侍
れ
ば
、
い
つ
よ
り
心
ち
よ
く
対

面
し
て
、
我
に
腫
物
あ
り
、
し
か
も
背
に
な
ん
侍
る
灘
な
れ
ば
、
必
死
侍
な

ん
（
略
）
先
師
二
代
此
災
に
て
逝
す
。
莞
爾
と
し
て
、
す
で
に
此
鰹
は
家
業

に
て
侍
る
は
と
、
ざ
れ
ご
と
も
ま
し
り
ぬ
。
さ
れ
ば
、
至
愚
お
ど
ろ
き
い
へ

ば
、
弟
子
共
も
も
て
さ
は
ぎ
て
、
さ
る
外
科
よ
び
て
み
せ
侍
れ
ば
、
医
あ
や

ま
ち
て
、
藤
に
て
侍
ら
ず
れ
ぶ
と
Ｌ
申
、
か
る
き
物
に
て
侍
る
、
連
に
治
し

な
ん
と
た
の
も
し
う
は
い
ひ
け
れ
ど

○
七
月
十
二
・
十
三
日
、
小
堀
遠
州
に
よ
り
呼
び
集
め
ら
れ
た
医
師
に
診
察
を
受
け

る
。『
松
花
堂
行
状
』
に
よ
る
。

一
二
日
の
う
ち
に
、
た
ぎ
腫
に
は
れ
て
身
体
も
あ
っ
し
さ
ま
さ
り
、
も
の
く

ふ
こ
と
を
さ
へ
に
、
心
う
ぐ
恩
は
れ
け
れ
ば
、
だ
れ
も
ノ
ー
、
あ
や
う
く
か

な
し
う
思
け
る
。
か
Ｌ
れ
ば
、
と
を
つ
あ
ふ
み
の
大
守
小
堀
公
宗
甫
は
（
略
）

内
外
医
術
あ
る
人
々
を
よ
び
て
あ
つ
め
て
み
せ
給
ふ
に
、
た
し
か
に
窪
に
な

ん
侍
る
、
か
く
高
腫
な
る
は
、
陽
に
属
し
て
、
い
と
む
つ
か
し
う
侍
る
、
と

く
針
破
し
て
治
し
給
へ
、
い
ま
だ
膿
を
な
さ
ず
、
な
ど
い
ふ
も
あ
り

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

○
八
月
二
日
頃
、
江
月
宗
玩
の
訪
問
を
受
け
る
。

『
随
筆
松
花
堂
』
に
よ
る
。
江
月
筆
八
月
二
日
付
上
田
小
平
次
宛
て
書
状
に
お

い
て
、
昭
乗
を
見
舞
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
略
）
松
花
堂
腫
物
大
事
之
煩
候
、
能
候
由
珍
重
候
、
乍
去
手
前
取
粉
候
而

一
両
日
者
人
不
適
候
故
、
左
右
不
承
候
、
安
元
隙
明
候
而
以
伺
可
申
上
候

（
略
）

差
出
人
の
上
田
小
平
次
は
近
衛
家
の
家
職
。
江
月
は
昭
乗
の
病
状
を
見
舞
う
度
、

近
衛
家
に
報
告
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

○
八
月
五
日
、
江
月
宗
玩
の
訪
問
を
受
け
る
。

『
随
筆
松
花
堂
』
に
よ
る
。
江
月
筆
八
月
七
日
付
上
田
小
平
次
宛
て
書
状
に
お

い
て
、
昭
乗
を
見
舞
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

一
昨
日
松
花
堂
見
廻
に
伏
見
へ
／
参
候
、
腫
物
能
候
、
其
身
意
外
草
臥
／
何

共
咲
止
に
候
、
度
々
御
慈
の
事
共
恭
存
候
（
略
）

昭
乗
が
伏
見
で
病
床
に
つ
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
井
川
定
慶
氏
は
、
野
山

は
都
に
住
む
名
医
が
赴
く
の
に
不
便
な
土
地
で
あ
っ
た
た
め
伏
見
奉
行
の
速
州
が

伏
見
へ
転
地
さ
せ
、
そ
こ
へ
遠
州
の
権
勢
に
よ
っ
て
名
医
を
呼
び
集
め
た
の
で
な

か
っ
た
か
と
述
べ
て
い
る
（
『
随
筆
松
花
堂
』
。

○
九
月
八
日
、
近
衛
信
尋
が
昭
乗
を
見
舞
う
。

『
本
源
自
性
院
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
五
十
一
年
）
に
九
月
九
日
付

の
元
知
の
寺
澤
半
平
宛
て
書
状
が
所
収
さ
れ
る
。

昨
日
者
御
所
様
松
花
堂
被
成
御
覧
、
難
有
御
事
共
、
中
々
不
被
申
分
候
、

貴
様
も
奇
特
二
御
見
廻
、
恭
候
、
然
者
御
所
様
南
都
へ
御
下
向
御
延
引
之

由
、
道
伴
よ
り
被
仰
候
と
て
、
道
庵
被
参
、
被
申
聞
候
、
一
門
様
に
も
可
被

’
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為
待
候
、
如
何
御
座
候
哉
、
自
然
又
松
花
堂
相
煩
候
内
、
拙
者
罷
下
候
儀
痛

敷
被
思
下
候
而
、
道
伴
に
被
仰
付
候
哉
と
泰
存
候
、
其
殿
御
内
証
之
義
被
仰

聞
候
て
被
下
候
者
、
可
恭
存
候
、
［
］
之
事
承
届
候
而
と
存
候
故
、

先
得
御
意
候
、
具
被
仰
聞
可
被
下
候

ま
た
、
同
書
に
は
同
じ
く
九
月
九
日
付
元
知
の
寺
田
石
見
宛
て
書
状
も
所
収
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
状
に
よ
り
、
信
尋
が
昭
乗
を
見
舞
っ
た
の
は
九
月
八
日
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
寺
田
石
見
宛
て
同
書
状
中
に
は
、
「
昨
日
者
松
花
堂
被
成
御
覧
、
難

有
恭
奉
存
候
由
、
く
り
言
之
様
申
出
、
流
感
涙
申
候
」
と
、
信
尋
の
見
舞
い
に
対

し
昭
乗
が
感
涙
を
流
し
た
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
寺
澤
半
平
、
寺
田
石
見
と
も
信
尋
周
辺
の
者
。
藤
島
幸
彦
「
松
花
堂
昭

乗
の
入
定
と
近
衛
信
尋
」
『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
地
理
学
・
歴
史

学
・
社
会
科
学
編
』
三
十
四
号
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
信
尋
訪
問
の
こ
と
は
、
『
松
花
堂
行
状
』
に
も
記
さ
れ
る
。

昭
乗
病
枕
に
ふ
し
て
、
今
は
た
の
み
な
し
と
聞
給
て
、
白
観
尊
君
（
小
字
双

行
。
近
衛
大
御
所
）
信
尋
公
、
此
世
の
余
波
と
て
と
ぶ
ら
は
せ
給
ふ
。
枕
を

だ
も
、
を
す
力
も
を
は
せ
ね
ど
も
、
つ
い
お
き
て
衣
か
き
あ
は
せ
、
床
下
に

く
だ
り
て
拝
し
奉
ら
る
。
尊
君
御
涙
を
ぬ
ぐ
は
せ
給
ふ
ぞ
、
い
と
か
た
じ
け

な
き
。
同
日
東
信
門
主
も
、
と
ぶ
ら
は
せ
給
ふ
。
い
づ
方
も
ノ
ー
哀
を
尽
さ

せ
給
ふ
。

○
九
月
九
日
、
半
井
琢
庵
に
よ
り
診
察
を
受
け
る
。

『
本
源
目
性
院
記
』
所
収
、
九
月
九
日
付
の
元
知
の
寺
田
石
見
宛
て
書
状
に
よ

る
。

松
花
堂
昭
乗
年
譜
稿
（
下
）

半
井
琢
庵
見
廻
、
一
脈
被
見
候
、
今
日
者
度
数
御
座
侯
由
被
申
候
、
暁
迄
食

被
下
候
か
、
至
干
今
曾
以
食
気
出
不
申
、
気
遣
仕
候
仕
合
に
御
座
候
、
笈
淵

に
も
脈
ミ
せ
可
申
と
存
、
被
罷
越
候
様
一
一
と
飛
脚
過
申
候
、
乍
噸
外
御
見
目

一
一
不
罷
出
候
、
御
前
可
然
様
御
取
成
奉
仰
候
（
略
）
労
参
上
不
仕
候
、
南
都

へ
御
下
向
、
茶
屋
目
先
年
被
為
成
つ
け
た
る
私
事
二
候
間
、
御
腰
被
為
掛
候

者
難
有
可
奉
存
候
（
略
）

九
月
九
日
中
沼
左
京
亮
（
花
押
）

琢
庵
の
他
、
医
師
武
田
笈
淵
に
も
診
脈
を
依
頼
す
る
が
訪
問
が
な
い
た
め
、
信

尋
に
取
り
成
し
を
依
頼
、
さ
ら
に
、
信
尋
が
延
期
し
て
い
た
南
都
下
向
の
旅
を
促

し
て
も
い
る
。
そ
の
た
め
か
信
尋
は
三
日
後
の
十
二
日
に
南
都
行
き
の
旅
に
発
っ

た
。

▼
信
尋
は
こ
の
旅
行
を
『
南
都
下
向
仮
名
記
』
弓
本
源
目
性
院
記
』
所
収
）

と
し
て
書
き
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
昭
乗
の
病
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。

（
九
月
十
二
日
）

左
京
亮
と
て
五
位
か
け
た
る
も
の
Ｌ
所
か
り
て
入
ぬ
、
こ
の
も
の
Ｌ
弟

ハ
ひ
し
り
に
て
、
（
略
）
ち
い
さ
き
庵
を
む
す
ひ
て
松
花
堂
と
名
つ
け

て
住
し
か
、
此
夏
よ
り
腫
物
を
わ
つ
ら
ひ
て
、
伏
見
の
里
に
行
て
京
の

く
す
し
を
よ
ひ
て
つ
く
ろ
ハ
せ
し
か
、
此
こ
ろ
気
力
つ
か
れ
ハ
て
Ｌ
あ

や
う
く
な
る
ま
Ｌ
に

○
九
月
十
八
日
、
没
。

『
中
沼
家
譜
』
に
「
寛
永
十
六
歳
巳
卯
九
月
十
八
日
寂
ス
」
、
ま
た
『
松
花
堂
行

状
』
に
「
眠
れ
る
か
ご
と
四
大
一
に
帰
ら
れ
け
り
。
春
秋
五
十
有
六
、
申
の
歳
に

て
い
ま
す
。
此
日
申
々
の
時
に
狙
い
。
い
と
ふ
し
ぎ
に
な
ん
申
け
る
」
。
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知
人
た
ち
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
追
悼
の
詩
歌
を
掲
げ
て
お
く
。

小
堀
遠
州

我
を
お
き
て
さ
き
立
人
と
か
ね
て
よ
り
し
ら
で
契
り
し
事
ぞ
そ
く
や
し
き

豊
蔵
坊
信
海

木
下
長
輔
子

林
羅
山

石
川
丈
山

佐
川
田
昌
俊

文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号

滝
本
坊
追
悼

今
は
世
に
う
せ
た
み
の
ふ
の
滝
本
は
い
と
し
や
ノ
ー
～
な
み
だ
た
ら
ノ
ー

水
墨
図

悼
南
山
松
花
堂

此
老
従
来
与
俗
殊
／
自
工
草
隷
得
規
模
／
瑛
浮
夢
覚
帰
空
界
／
声
値
争
伝

八
幡
の
滝
本
坊
身
ま
か
り
し
に

か
た
み
哉
お
つ
と
は
み
れ
と
音
な
し
の
滝
も
と
槌
ろ
に
袖
は
な
か
れ
て

（
『
挙
白
集
』
）

没
消
江

唐
絶
一
首
追
悼
八
幡
山
昭
乗
阿
閣
梨
柳
杼
哀
情
之
感
云
入
爾

写
生
入
木
共
無
双
／
堂
是
松
花
房
是
滝
／
船
順
神
風
雛
到
岸
／
米
家
書
画

さ
き
立
を
し
ら
で
な
れ
こ
し
人
よ
り
も
残
る
我
身
ぞ
今
は
か
な
し
き

（
以
上
『
松
花
堂
行
状
』
）

弓
羅
山
林
先
生
詩
集
』
巻
第
四
十
）

ｓ
新
編
楓
醤
集
』
巻
二
）

松
花
堂
へ
香
を
手
向
て

お
も
ひ
を
こ
し
む
か
し
ま
つ
か
う
さ
る
の
し
り
わ
れ
た
る
伽
羅
を
く
べ
て

た
む
く
る

弓
豊
蔵
坊
信
海
狂
歌
集
』
）
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